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謹
啓 蓮

如
上
人
井
波
御
下
向
五
五
〇
周
年
記
念
御
影
道
中

に 

お
き
ま
し
て
は
、
貴
院
、
門
信
徒
あ
げ
て
御
影
道
中

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
加
え
て
多
大
な
る

ご
懇
志
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。  

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
よ
り
五
五
〇
周
年
と
い
う
時

を
得
て
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
蓮
如
上
人
御
影

道
中
が
、
ま
さ
に
蓮
如
上
人
の
御
遺
徳
を
再
現
す
る 

真
宗
再
興
の
御
仏
事
と 

な
り
ま
し
た
こ
と
は 

慶
喜
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
北
陸
の
地
に
お
け
る 

貴
院
、
門
信
徒
の
法
義
相
続
の
尊
い
歩
み
が 

こ
の
御
影

道
中
を
成
り
立
た
し
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

同
時
に
蓮
如
上
人
が
歩
ま
れ
る
こ
と
で
、
い
の
ち
の
底

に
流
れ
て
い
る 

ご
本
願
よ
り
湧
き
出
る
よ
う
に
し
て

仏
恩
報
謝
の
念
仏
が
現
行
し
、
救
い
の
道
が 

こ
こ
に 

あ
る
こ
と
に
、
多
く
の
人
が 

ま
み
え
ら
れ
た
も
の
と 

拝
察
い
た
し
ま
す
。  

「
こ
こ
に
祖
師
聖
人
の
化
導
に
よ
り
て
、
法
蔵
因
位  

の
本
誓
を
聴
く
、
歓
喜
胸
に
満
ち
渇
仰
肝
に
銘
ず
。 

し
か
れ
ば 

す
な
わ
ち
、
報
じ
て
も
報
ず
べ
き
は
大
悲
の

仏
恩
、
謝
し
て
も
謝
す
べ
き
は
師
長
の
遺
徳
な
り
。」 

（
報
恩
講
私
記
）  

蓮
如
上
人
御
影
道
中
も 

そ
の
本
源
は
報
恩
講
で 

あ
り
ま
す
。
蓮
如
上
人
か
ら
託
さ
れ
た
真
宗
再
興
の 

歩
み
を
共
に
遂
げ
て
ま
い
り
た
く
、
今
後
と
も 

ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程 

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
は 

ご
法
縁
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

謹
白  

 

二
〇
二
五
年
十
月
十
二
日 

井
波
御
下
向
道
中
講  

 

お
立
ち
寄
り
会
所
・
御
寺
院
・
御
門
徒
各
位 

   

井
波
御
下
向 

俳
句 

 

富
山
県 

長
谷
川
範
明  

蓮
如
上
人
の 

お
輿
車
に 

秋
桜 

 

野
分
の
ご
と 

蓮
如
道
中 

来
て
は
去
り 

 

呼
び
声
の 

空
高
く
ま
で 

道
中
講 

  

石
川
県 

福
嶌
一
玄  

医
王
雲 

我
も 

ま
さ
か
の 

蓮
如
道 

  

石
川
県 

神
田
か
す
み 
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『
蓮
如
上
人
井
波
御
下
向 

５
５
０
周
年
記
念  

御
影
道
中
』
に
、
ご
支
援 

ご
厚
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
、
本
当
に
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

初
め
に
「
御
下
向
」
で 

お
名
前
が
わ
か
っ
て
い
る
方

だ
け
で
す
が
、
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

井
波
別
院
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
事
業 

実
行
委
員
長 

教
区
会
議
長 
竹
部
俊
惠 

 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中 

実
行
委
員
長 

井
波
別
院
輪
番 

常
本
哲
生 

御
影
道
中
瑞
泉
寺
実
行
委
員
会 

島
田
勝
由 

井
波
別
院
二
十
八
日
講 

土
田
信
久 

井
波
別
院
同
行
の
会 

楠 

則
夫 

井
波
別
院
杉
谷
女
性
会 

山
田
由
理
枝 

井
波
彫
刻
協
同
組
合 

花
嶋
弘
一 

 

越
中
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 
 
 

太
田
浩
史
（
講
頭
） 

高
坂
道
人 

常
本
哲
生 

金
沢
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 

福
嶌
一
玄
（
代
表
） 

豊
富
高
宏 

西
河
寿
夫 

南
加
賀
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

 

佐
々
木
浩
然
（
代
表
） 

出
雲
路
雅 

清
水
教
示 

支
援
委
員 

出
雲
路
香 

多
田
明
弘 

 

「
御
下
向
」 

随
行
教
導 
 太

田
浩
史(

富
山
県) 

豊
富
高
宏(

石
川
県) 

宰
領 

  

藤
原
猶
真(

愛
知
県) 

供
奉
人 

清
水
教
示(

石
川
県)  

岡
本 

漸(

福
井
県) 

 

小
林
治
樹(

兵
庫
県) 

小
川
龍
太(

埼
玉
県) 

 
 

本
部
車
両 
櫻
井
秀
雄(

愛
知
県) 

撮
影
班 

篠
島
幹
夫(

富
山
県) 

林 

賢
二(

富
山
県) 

 

勇
崎 

晃(
富
山
県) 

稲
場
弘
志(

富
山
県) 

 

高
田 

健(

富
山
県) 

 

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト 

丘 

宗
宏(
福
井
県) 

吉
崎
別
院
へ 

御
輿
車
搬
送 

日
下
部 
融(
福
井
県) 

事
務
局 

吉
江
晃(

富
山
県) 

 

９
月
２
７
日(

土)

第
１
日 

会
所
等 

御
山
御
坊
跡 

吉
崎
別
院 

御
出
立
式 

 

荻
生
町 

存
如
上
人
留
錫
碑 

鍛
冶
町 

本
善
寺 

 

鍛
冶
町 

願
成
寺 

山
田 

光
闡
坊 

 

八
日
市 

白
水
の
井
戸 

鹿
野
酒
造 

 

片
山
津 

成
善
寺 

月
津 

興
宗
寺 

本
折 

淨
誓
寺 

 
 
 

小
松
大
聖
寺
教
務
所 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

宝
谷
隆
盛(

石
川
県) 

 

山
下
明
子(

石
川
県) 

田
端
利
明(

石
川
県) 

 

宮
崎
護(

石
川
県) 

支
援
車
両 

出
雲
路
雅(

石
川
県) 

 

９
月
２
８
日(

日)

第
２
日 

 
 

 

会
所
等 

小
松
大
聖
寺
教
務
所 

細
工
町 

本
蓮
寺 

 

本
折 

長
圓
寺 

東
町 

勝
光
寺 

高
堂 

常
念
寺 

 

寺
井 

稱
佛
寺 

粟
生 

迎
巖
寺 

徳
久 

静
照
寺 

 

三
ツ
屋 

寶
海
寺 

宮
竹 

正
林
寺 

鶴
来
別
院 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

香
城
満(

石
川
県) 

支
援
車
両 

前 

松
伸(

石
川
県) 

出
雲
路
雅(

石
川
県) 

御
輿
車
搬
送 

清
水
清
春(

石
川
県) 
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９
月
２
９
日(

月)

第
３
日 

 
 

 
会
所
等 
鶴
来
別
院 

四
十
万 

善
性
寺
・
蓮
如
廟 

 

野
々
市 
照
臺
寺 

野
町 

光
專
寺 

 

白
菊
町 

瑞
泉
寺 
小
立
野 

仰
西
寺 

 

若
松 

專
德
寺 

二
俣 
本
泉
寺 

 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

山
下
佐
知
子(
石
川
県) 

  

坂
田
甲
一
郎(

石
川
県) 

阿
部
泰
朗(

愛
知
県) 

 

木
村
加
代
子(

石
川
県) 

中
村
恭
子(
石
川
県) 

 

川
島
弘
之(

茨
城
県) 

 

御
輿
車
搬
送 

福
嶌
一
玄(

石
川
県) 

送
迎
車
両 

梨
谷
真
嗣(

富
山
県
） 

 

長 

真
寿(

富
山
県) 

長 

よ
し
え(

富
山
県) 

 

９
月
３
０
日(

火)

第
４
日 

 
 

 

会
所
等 

二
俣 

本
泉
寺 

砂
子
坂 

善
徳
寺
創
建
之
跡 

 

土
山
御
坊
跡 

法
林
寺 

光
德
寺 

山
本 

敎
念
寺 

館 

妙
敬
寺 

才
川
七 

宗
善
寺 

祖
谷 

本
敬
寺 

小
坂 

正
等
寺 

竹
内 

真
敬
寺 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

松
本
よ
し
み(

富
山
県) 

 

小
嶋
久
之(

石
川
県) 

堂
下
豊
治(

福
井
県) 

 

徳
光
和
彦(

富
山
県) 

山
崎
佑
二
郎(

富
山
県) 
 

篠
島
ゆ
き
野(

富
山
県) 

青
木
敦 (

新
潟
県) 

 

時
長
昌
教(

石
川
県) 

吉
江
晃(

富
山
県) 

御
輿
車
搬
送 

徳
光
和
彦(

富
山
県) 

 

山
崎
佑
二
郎(

富
山
県) 

送
迎
車
両 

太
田
奈
々
代(

富
山
県) 

 

１
０
月
１
日(

水)

第
５
日 

 
 

 

会
所
等 

法
林
寺 

光
德
寺 

荒
木 

正
圓
寺 

 

梅
原 

以
速
寺 

宗
守 

蓮
如
清
水 

 

田
屋
川
原
古
戦
場 

三
清 

了
泉
寺 

井
波
別
院
瑞
泉
寺 

サ
ポ
ー
ト
参
加 

中
田
秀
芳(

富
山
県) 

 

中
井
松
子(
富
山
県) 

西
村
愛
子(

富
山
県) 

 

岩
佐
文
男(

富
山
県) 

御
器
谷 

彦
光(

富
山
県) 

 

小
西
竹
又(

富
山
県) 
高
畠
勉(

富
山
県) 

 

長
谷
川
範
明(

富
山
県) 

中
島
司(

富
山
県) 

 

送
迎
車
両 

居
林
邦
雄(

富
山
県) 

 

御
器
谷 

勉(

富
山
県) 

中
島
隆
敏(

富
山
県) 

 

吉
田
重
雄(

富
山
県) 

井
波
別
院
二
十
八
日
講 

箭
原
健
作(

副
講
長) 

 

小
牧
幸
子 

山
田
和
枝 

一
般
参
加 

秋
山
知
宏(

京
都
府) 

釣 

章
子(

富
山
県) 

 

金
尾
志
津
子(

富
山
県) 
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「
御
下
向
」
に 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
の
感
想
文 

で
す
。 

（「
前
の
名
簿
」
の
順
番
に
感
想
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。） 

  

念
仏
申
さ
る
べ
し 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
事
業 

実
行
委
員
長 

富
山
教
区
会
議
長 
竹
部
俊
惠 

降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
話
だ
っ
た
。
蓮
如
上
人
が 

井
波
に
御
下
向
さ
れ
て
、
今
年
で
５
５
０
年
に
な
る
と
、

何
処
か
ら 

と
も
な
く
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。
慌
て 

ふ
た
め
い
て
「
瑞
泉
寺
史
」
や
岩
倉
政
治
の 

「
風
の
ま
に
ま
に
」
に
目
を
通
し
て
み
た
。
確
か
に 

そ
の
と
お
り
だ
っ
た
。
言
わ
れ
る
ま
で
気
付
か
な
か
っ

た
我
が
身
を
恥
じ
た
。 

そ
の
後
、
太
田
浩
史
氏
が
「
蓮
如
上
人
井
波
御
下
向

５
５
０
年
記
念
御
影
道
中
（
原
案
）」
な
る
も
の
を 

持
っ
て
来
ら
れ
た
。
驚
い
た
。
何
が
と
言
っ
て
、 

い
つ
に
な
く
（
失
礼
）
俊
敏
で
、
火
傷
し
そ
う
な 

高
い
志
だ
っ
た
か
ら
だ
。
何
回
か
の
打
合
せ
を
経
て
、

あ
っ
と
言
う
間
に
９
月
２
５
日
珠
洲
西
勝
寺
で
の 

御
動
座
式
、
９
月
２
７
日
吉
崎
別
院
で
の
出
立
式
に 

同
席
し
て
い
た
。
５
５
０
年
間
、
紡
ぎ
続
け
て
き
た 

「
聖
人
一
流
の
御
勧
化
」
を
こ
の
身
に
受
け
止
め
た

方
々
に
よ
っ
て
、
御
影
が
次
か
ら
次
へ
と
井
波
に 

向
か
う
道
中
が
形
作
ら
れ
た
。 

「
念
仏
申
さ
る
べ
し
」
の
蓮
如
上
人
の
声
は
御
輿
車

に 

お
乗
せ
し
、
つ
い
に
井
波
御
坊
に
５
５
０
年
ぶ
り
に 

ご
到
着
さ
れ
た
。
こ
の
身
に
受
け
た
方
々
の
念
仏
が
、 

堂
内
に
響
い
た
。
降
っ
て
湧
い
た
話
で
は 

な
か
っ
た
。 

  

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向 

５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中
御
下
向
を
終
え
て 

講
頭
・
随
行
教
導 

富
山
県 

太
田
浩
史 

蓮
如
上
人
井
波
御
下
向
５
５
０
周
年
記
念
御
影
道
中

の
往
路
、
吉
崎
別
院
か
ら
井
波
別
院
ま
で
一
三
六
㎞
を

踏
破
す
る
「
御
下
向
」
が
終
わ
っ
た
。
十
月
三
日
よ
り

始
ま
る
「
御
帰
山
」
を
ひ
か
え
て
中
間
報
告
を 

行
い
た
い
。 

も
と
も
と 

こ
の
企
画
は
、二
〇
二
三
年
第
三
五
〇
回

蓮
如
上
人
御
影
道
中
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
参
加
者
、

御
立
寄
会
所
数
と
も
に
減
少
し
、
将
来
の
継
続
が 

危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。 

教
如
上
人
が
吉
崎
村
へ
蓮
如
上
人
御
影
を
下
付
し
て

御
忌
が
始
ま
っ
た
が
、
吉
崎
山
の
御
坊
跡
で
の
開
催
を

求
め
た
こ
と
が
越
前
藩
や
本
願
寺
派
門
徒
の
不
興
を 

買
い
、
騒
擾
を 

お
そ
れ
た
本
山
は
御
影
を
京
都
で
管
理

す
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
吉
崎
村
の
門
徒
は
毎
年 

御
忌
の
際
に
御
影
の
下
向
を
求
め
た
の
で
、
こ
れ
を 

承
認
し
た
本
山
は
御
影
に
使
僧
を
つ
け
て
下
す
こ
と
に

し
た
。
す
る
と
吉
崎
側
で
も
迎
え
の
人
数
を
出
し
て
、

往
復
の
道
中
を
供
奉
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が 

恒
例
化
し
た
の
が
現
代
ま
で
続
い
て
い
る
蓮
如
上
人 

御
影
道
中
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
仏
事
と
し
て
の

動
機
は
弱
い
。 

そ
こ
で
蓮
如
上
人
の
吉
崎
布
教
に
お
け
る
真
宗
再
興

を
感
謝
す
る
行
事
と
い
う
意
味
付
け
が 

な
さ
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
吉
崎
布
教
を
感
謝
す
る
行
事 

な
ら
ば
、
吉
崎
布
教
の
恩
恵
を
う
け
た
門
徒
で
行
う 
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べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
福
井
県
と
滋
賀
県
を
通
す
だ
け

の
行
事
で
は
済
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
蓮
如
上
人
が

歩
ま
れ
た
道
は
加
賀
各
地
か
ら
越
中
井
波
ま
で
及
ん
で

お
り
、
石
川
県
、
富
山
県
ま
で
御
影
道
中
が
通
っ
て 

こ
そ
真
宗
再
興
を
感
謝
す
る
行
事
と
い
う
に  

ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
能
登
や 

富
山
県
東
部
に
も
蓮
如
上
人
に
由
来
す
る
寺
が
存
在
し
、

越
後
・
信
州
・
関
東
・
東
海
道
・
畿
内
と
上
人
の
足
跡

は
親
鸞
聖
人
と
重
な
る
。
毎
年
と
は 

い
わ
な
い
が
、 

こ
れ
ら
の
地
域
に
も
行
程
を 

の
ば
せ
ば
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
御
影
道
中
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

教
養
的
な
理
解
に
滞
っ
て 

運
動
と
し
て
の
性
格
が 

希
薄
に
な
り
、
寺
離
れ
や
過
疎
に 

さ
い
な
ま
れ
る
今
日

の
教
化
体
制
に
も
好
影
響
を 

も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
発
想
を
抱
い
た
六
名
の
発
起
人
に 

よ
っ
て
「
井
波
道
中
講
」
が
結
成
さ
れ
、
石
川
・
富
山

両
県
の
遺
跡
寺
院
を
中
心
に 

お
立
寄
会
所
を
願
っ
た

と
こ
ろ
、
実
に
七
十
ヶ
寺
が
応
じ
、
さ
ら
に
は
御
旧
跡

地
域
の
住
民
、
酒
造
会
社
、
小
松
大
谷
高
校
な
ど
の 

加
盟
も 

あ
っ
て
、
近
年
に
お
け
る
北
陸
最
大
級
の
仏
事

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

供
奉
さ
れ
た
御
影
は
珠
洲
市
西
勝
寺
に
伝
わ
る 

「
鏡
の
寿
像
」
で
、
珠
洲
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て 

い
る
。
昨
年
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震
で
西
勝
寺
は

本
堂
全
壊
、
庫
裏
半
壊
の
大
被
害
を
う
け
た
が
、
半
壊

し
た
庫
裏
の
床
の
間
に
あ
っ
た
御
影
は
奇
跡
的
に
難
を

免
れ
た
。
真
宗
民
俗
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た 

故 

西
山

郷
史
前
住
職
が
前
年
の
奥
能
登
地
震
の
際
、
本
堂
が 

倒
壊
し
て
寿
像
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
、
庫
裏
に

移
動
し
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
で
あ
る
。
一
月 

一
日
は
門
徒
さ
ん
ら
が
初
詣
に
集
っ
た
。「
寿
像
が
本
堂

に
あ
れ
ば
自
分
も 

そ
こ
で 

お
勤
め
を
し
、
門
徒
さ
ん

や
家
族
と
と
も
に
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た 

か
も
し
れ

な
い
」
と
西
山
郷
光
住
職
は 

ふ
り
か
え
る
。
そ
の
日 

庫
裏
に
お
参
り
し
て
い
た
門
徒
さ
ん
が
帰
っ
た
の
が 

午
後
四
時
頃
、
地
震
が 

お
き
た
の
は
午
後
四
時
一
〇
分

だ
っ
た
。 

道
中
の
行
事
は 

ま
ず
「
鏡
の
寿
像
」
の
動
座
式
か
ら

始
ま
っ
た
。
九
月
二
十
六
日
午
後
二
時
、
西
勝
寺
に 

関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
本
堂
の
残
骸
は 

す
で
に
撤
去 

さ
れ
、
広
い
空
き
地
の
片
隅
に
庫
裏
の
残
存
部
を
利
用

し
て 

さ
さ
や
か
な
仮
本
堂
が 

つ
く
ら
れ
て
い
た
。 

運
行
主
体
と
な
る
井
波
道
中
講 

豊
富
高
広
、
國
分
大
慶 

両
随
行
教
導
に
よ
る
入
櫃
の
儀
が
行
わ
れ
、
井
波
御
下

向
５
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
竹
部
俊
恵 

実
行
委
員
長
が
挨
拶
し
た
後
、
太
田
講
頭
が
法
話 

し
た
。
堂
内
い
っ
ぱ
い
の
御
門
徒
は
半
数
が
仮
設
住
宅

に
暮
ら
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
朝
か
ら 

ど
し
ゃ
ぶ
り

の
天
候
だ
っ
た
が
、
御
櫃
が
堂
内
を
出
る
頃
に
は
雨
が 

や
み
、
人
々
は
手
を
合
わ
せ 

念
仏
を
称
え
て 

寿
像
の

壮
途
を
見
送
っ
た
。
前
坊
守
の
西
山
益
美
さ
ん
は 

「
こ
れ
ほ
ど
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
た
の
は
、
地
震 

以
来 

は
じ
め
て 

で
す
」
と
語
っ
た
。
金
色
の
鳳
凰
紋

を 

あ
し
ら
っ
た
赤
い
毛
氈
に 

つ
つ
ま
れ
た
寿
像
が
車

に
載
せ
ら
れ
る
と
、
ま
た
沛
然
た
る
豪
雨
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
よ
り
「
鏡
の
寿
像
」
は
井
波
御
下
向
の 

「
御
影
」
と
な
っ
た
。
吉
崎
よ
り
東
に
蓮
如
上
人
御
影

道
中
が
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
コ
ー
ス 

選
定
を 

ふ
く
め 

何
も
か
も 

手
さ
ぐ
り
の
状
態
で 

進
め
ら
れ
た 

無
手
勝
流
の
道
中
だ
っ
た
。 
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九
月
二
十
七
日
午
前
六
時
半
、
御
影
は
吉
崎
山
の 

御
坊
跡
に
運
ば
れ
た
。
朝
日
が
差
し
、
高
村
光
雲
作
の

蓮
如
上
人
銅
像
が
輝
い
た
御
顔
で
見
下
ろ
さ
れ
る
。 

午
前
七
時
、
吉
崎
別
院
本
堂
で
大
勢
の
人
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
出
発
し
た
。 

存
如
上
人
留
錫
碑
、
加
賀
市
の
本
善
寺
、
願
成
寺
。

蓮
誓(

蓮
如
四
男)

ゆ
か
り
の
光
闡
坊
を
過
ぎ
、
蓮
如 

上
人
が
掘
り
当
て
た
白
水
の
井
戸
の
水
で
醸
し
た 

鹿
野
酒
造
「
蓮
如
の
白
水
」
を 

ご
ち
そ
う
に
な
り
、 

片
山
津
成
善
寺
、
月
津
興
宗
寺
、
本
折
浄
誓
寺
と  

蓮
如
ゆ
か
り
の
寺
々
を
め
ぐ
り
、
小
松
大
聖
寺
教
務
所

に
宿
泊
。
初
日
か
ら
五
万
歩
の
遠
行
と
な
っ
た
。 

い
ず
れ
の
寺
も
予
想
を
上
回
る
門
徒
さ
ん
が
詰
め
か
け
、 

加
賀
門
徒
の
蓮
如
上
人
へ
の
帰
敬
の
篤
さ
を
示
し
た
。 

九
月
二
十
八
日
、
細
工
町
本
蓮
寺
、
本
折
長
円
寺
、

東
町
勝
光
寺
、
高
堂
常
念
寺
、
寺
井
称
仏
寺
と  

め
ぐ
っ
て 

粟
生
迎
巌
寺
で
昼
食
、
こ
こ
で
は
地
区
の 

門
徒
や
子
供
た
ち
と
一
緒
に
お
斎
を
い
た
だ
い
た
。 

お
斎
は
婦
人
会
が
前
の
晩
か
ら
仕
込
ん
だ
絶
品
、 

コ
ロ
ナ
以
後
こ
ん
な
に
大
勢
の 

お
斎
は
奇
観
で
す
ら 

あ
る
。
御
輿
は
徳
久
静
照
寺
を
経
て 

三
ツ
屋
宝
海
寺
の

腰
掛
石
に
座
る
。
五
五
〇
年
ぶ
り
に 

お
帰
り
な
さ
い 

と
悦
ぶ
信
徒
。
宮
竹
正
林
寺
を
出
て 

鶴
来
別
院
に 

向
か
う
。
夕
暮
れ
せ
ま
る
沿
道
の
人 

ま
た
人
。
み
ん
な

合
掌
し
、
花
を
た
む
け
喜
捨
を
捧
げ
る
。
巨
大
な
別
院

の
本
堂
は
満
堂
と
な
っ
て
蓮
如
上
人
を
迎
え
た
。『
北
國

新
聞
』
の
報
道
が
あ
っ
た 

と
は
い
え
、
清
沢
の
泉
の 

ご
と
く
湧
出
す
る
信
者
達
々
で
あ
る
。 

九
月
二
十
九
日
、四
十
万
善
性
寺
、野
々
市
照
台
寺
、

野
町
光
専
寺
と 

め
ぐ
り
、
白
菊
瑞
泉
寺
で
昼
食
し
た 

の
ち
、
雨
上
が
り
の
金
沢
城
公
園
に
到
着
。
城
内
を 

「
蓮
如
上
人
さ
ま
の
お
通
り
～
」
と
連
呼
し
つ
つ  

外
国
人
観
光
客
に
写
真
を
撮
ら
れ
な
が
ら 

二
の
丸
前

の
「
金
沢
御
堂
跡
」
に
向
か
う
。「
跡
」
の
字
を
取
っ
て

「
蓮
如
上
人
さ
ま
、
金
沢
御
堂
さ
ま
に 

お
着
き
～
」
と

触
れ
て
、
本
来
こ
こ
が
城
で
は
な
く 

御
坊
で
あ
っ
た 

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

熊
谷
直
実
の
遺
跡 

仰
西
寺
、加
賀
の
教
化
者
蓮
悟
を

し
の
ぶ
若
松
専
徳
寺
を
経
て
、
山
地
を
自
動
車
移
動 

し
た 

の
ち
、
二
俣
村
あ
げ
て
の
歓
迎
の
も
と
本
泉
寺
に

つ
い
た
。
蓮
如
上
人
の
第
八
世
就
任
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
如
乗
法
印
開
基
の 

こ
の
寺
は
、
自
作
の
庭
が

残
さ
れ
る
な
ど
、
上
人
の
加
賀
越
中
教
化
の
拠
点
と 

な
っ
た
。
境
内
の
後
ろ
に
は
深
厳
た
る
蓮
如
廟
が
あ
り
、

拝
殿
の
な
か
で
一
行
は
重
誓
偈
を
あ
げ
た
。 

九
月
三
十
日
、
本
泉
寺
を
発
つ
と 

い
き
な
り
国
境 

超
え
の
難
路
で
あ
る
。
上
り
坂
の
連
続
が
容
赦
な
く 

道
中
一
行
を
悩
ま
し
た
。「
こ
れ
ほ
ど
に
険
し
き
山
の 

道
す
が
ら 

の
り
の
ゆ
か
り
に
あ
ら
で
や
は
ゆ
く
」
と

詠
ん
だ
蓮
如
上
人
が 

し
の
ば
れ
る
。
峠
を
越
え
る
と
き

能
登
の
山
々
が
見
え
た
。
井
波
へ
む
か
う
途
中
、「
将
来

か
な
ら
ず 

あ
の
地
に
仏
法
が
開
け
る
で
あ
ろ
う
」
と 

上
人
が
予
言
さ
れ
た
の
は 

こ
の
眺
望
で
あ
ろ
う
か
。 

蓮
真
が
開
い
た
城
端
別
院
善
徳
寺
の
前
身
と
な
る 

砂
子
坂
御
坊
の
跡
地
と
、
蓮
如
上
人
が
蹈
鞴(

た
た
ら)

を
踏
ん
で
黄
金
仏
を
鋳
造
し
た
場
所
は
竹
藪
を 

く
ぐ
っ
た
深
山
幽
谷
に
あ
っ
た
。
御
輿
車
は
再
び
竹
藪 

を
く
ぐ
っ
て
土
山
御
坊
跡
に
む
か
う
。 
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親
鸞
聖
人
が
越
後
教
化
中
、
佐
渡
に
流
さ
れ
る
順
徳

天
皇
と
鳥
屋
野
で
出
会
い
聖
人
の
草
坊
に
「
勝
興
寺
」

と
賜
っ
た
。
そ
の
寺
号
を
蓮
如
上
人
が
持
ち
帰
り
、 

こ
の
御
坊
に
与
え
て
蓮
誓
に
相
続
さ
せ
た
。
御
坊
跡
に

は
蓮
如
上
人
作
の
庭
が
あ
り
、
自
然
石
に
「
越
路
な
る

土
山
の
峰
に
行
き
暮
れ
て 
足
も
血
潮
に
染
む
る
な
り
」

と
上
人
の
歌
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
御
影
道
中
が
越
後
と

近
江
の
国
境
を
越
え
る
時
目
に
す
る
石
碑
に
あ
る 

「
越
路
な
る 

あ
ら
ち
の
山
に
行
き
つ
か
れ 
足
も 

血
潮
に
染
む
る
ば
か
り
ぞ
」
と
い
う
親
鸞
聖
人
の
詠
歌

を
本
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
法
林
寺
村
の
光
徳
寺
に
着
く
。

蓮
如
上
人
鋳
造
の
黄
金
仏
が
安
置
さ
れ
、
棟
方
志
功
の

活
動
拠
点
に
な
る
な
ど
見
所
い
っ
ぱ
い
の
寺
で
あ
る
が

先
を
急
ぎ
、
山
本
教
念
寺
で
昼
食
を
い
た
だ
く
。 

こ
の
寺
の
報
恩
講
料
理
は
漫
画
「
美
味
し
ん
ぼ
」
に 

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
一
向
は
舌
鼓
を
打
ち
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
。
綽
如
上
人
開
基
の
妙
敬
寺
を
経
て
、
医
王
山

を
開
い
た
泰
澄
大
師
ゆ
か
り
の
宗
善
寺
、
白
川
門
徒
の

本
敬
寺
、
蓮
如
忌
を
伝
え
る
正
等
寺
、
宮
地
義
天
講
師

を
出
し
た
真
敬
寺
で 

こ
の
日
の
予
定
を
終
了
、
い
ず
れ

も
住
職
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
参
詣
者
で 

大
賑
わ
い
だ
っ
た
。 

十
月
一
日
、
宿
所
の
法
林
寺
村
の
光
徳
寺
を
発
つ 

と
き
は
雨
が
降
り
し
き
っ
て
い
た
。
天
気
予
報
は
終
日

土
砂
降
り
と
の
事
。
し
か
し
荒
木
正
円
寺
に
着
く
頃
に

は
小
雨
と
な
り
、
梅
原
以
速
寺
を
過
ぎ
る
と
雨
が 

あ
が
っ
た
。
大
雨
の
予
報
も
信
仰
の
人
を 

さ
ま
た
げ
ず
、

寺
は
予
想
外
の
参
詣
で 

に
ぎ
わ
っ
た
。「
木
像
よ
り
は

絵
像
、
硬
貨
よ
り
は
紙
幣
」
と
の
供
奉
人
の
呼
び
か
け

に
笑
い
な
が
ら
参
詣
人
は
「
軽
い
賽
銭
」
を
か
ご
に 

入
れ
た
。
宗
守
村
に
も
「
蓮
如
清
水
」
が
あ
っ
た
。 

田
屋
川
原
古
戦
場
で
は
「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」
の 

発
起
と
な
っ
た
砺
波
郡
一
向
一
揆
の
犠
牲
者
を
双
方 

問
わ
ず
弔
っ
た
。
了
泉
寺
を
発
つ
時 

ほ
ん
の
少
し
雨
が

落
ち
た
が
、
そ
の
後
は
「
蓮
如
晴
れ
」、
終
日
土
砂
降
り

の
予
報
は
完
全
に
覆
っ
た
。
一
行
は
綽
如
上
人
が 

『
勧
進
帳
』
に 

う
た
っ
た
高
瀬
神
社
を
過
ぎ
て 

井
波

入
り
し
た
。
以
下
は
『
富
山
新
聞
』
の
記
事
を 

紹
介
す
る
。 

一
行
は
旧
井
波
駅
舎
を
経
由
し
、
瑞
泉
寺
門
前
に 

広
が
る
町
を
歩
い
た
。
途
中
、
門
信
徒
ら
が
御
影
を 

載
せ
た
御
輿
車
の
引
き
手
に
加
わ
り
、
沿
道
の
住
民
が

手
を
合
わ
せ
て
念
仏
を
称
え
た
。「
寺
子
こ
ど
も
え
ん
」

を
併
設
す
る
真
教
寺
で
は
、
園
児
ら
が
御
輿
車
に 

コ
ス
モ
ス
な
ど
秋
の
花
を
飾
っ
た
。
園
児
が
引
き
手
に

加
わ
り
、
参
加
者
が
見
守
る
よ
う
に
並
ん
で
歩
い
て 

瑞
泉
寺
に
向
か
っ
た
。
御
輿
車
の
御
影
は
、
門
前
の 

観
光
施
設
「
よ
い
と
こ
井
波
」
で
瑞
泉
寺
が
用
意
し
た

御
輿
に
移
さ
れ
た
。
背
中
に
「
井
波
」
と
入
っ
た
法
被

を
ま
と
う
井
波
彫
刻
協
同
組
合
役
員
ら
が
御
輿
を
担
い

で
階
段
を
上
り
、
山
門
を
く
ぐ
っ
た
。
本
堂
前
で 

常
本
哲
生
輪
番
や
県
内
各
地
の
僧
侶
ら
が
並
ん
で
御
影

を
出
迎
え
た
。
道
中
で
縁
の
あ
っ
た
富
山
、
石
川
の 

門
信
徒
を
は
じ
め
、
北
陸
三
県
や
東
京
、
愛
知
な
ど
の

僧
侶
も
御
影
に
手
を
合
わ
せ
た
。
瑞
泉
寺
で
は 

約
三
〇
〇
人
が
本
堂
を
埋
め
た
。
法
話
の
講
師
を 

務
め
た
太
田
さ
ん
は
御
影
道
中
に
つ
い
て
「
信
心
の
花

を
咲
か
せ
て
歩
く
か
ら
『
花
咲
か
じ
い
さ
ん
』
の 

よ
う
な
も
の
」
と
例
え
た
。 
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『
富
山
新
聞
』
は
記
事
の
タ
イ
ト
ル
を 

こ
う
掲
げ
た
。 

「
こ
れ
ぞ 

真
宗
の
再
興
」
‼ 

  

全
国
に 

お
念
仏
を
届
け
る
の
が 

御
影
道
中 

金
沢
ブ
ロ
ッ
ク
執
行
部 

代
表 

福
嶌
一
玄 

少
し
飛
躍
し
ま
す
が
、妙
好
人 
三
味
線
ば
あ
ち
ゃ
ん

は 

全
国 

三
味
線
行
脚
で 

お
念
仏 

届
け
て
廻
っ
て
、

上
が
っ
た 

お
賽
銭
を
本
山
に
届
け
た
そ
う
で
す
。 

（
今
の
貨
幣
価
値
で
７
千
万
と
か
） 

そ
の
歩
み
は 

ひ
と
り
御
影
道
中 

と
言
え
る
よ
う
な

感
じ
で
す
。 

ま
た
、
全
国
津
々
浦
々
、
細
々
と
続
い
て
お
り
ま
す

御
講
や
聞
法
の
場
も 

そ
れ
ぞ
れ
が
御
影
道
中
な
ん
だ

な
あ
、
と
い
う
気
づ
き
、
も
っ
と
言
え
ば
、 

続
い
て
い
る
も
の 

を 

御
影
道
中 

と
呼
ぶ
の
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
。 

御
影
道
中
や
っ
て
み
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ 

ま
し
た
。
土
徳
の
地
を
掘
り
返
す
仕
事
な
の
で 

夢
は
膨
ら
み
ま
す
。 

道
中
を
振
り
返
っ
て 

随
行
教
導 

石
川
県 

宿
善
寺 

豊
富
高
宏 

私
は 

い
わ
ゆ
る 

蓮
如
病 

か
ら
十
年
前
に
回
復
し
、 

最
近 

吉
崎
別
院
の
道
中
は
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
う
し
た
と
こ
ろ
太
田
先
生
よ
り
今
回
の
井
波
道
中
の 

お
誘
い
を
受
け
、
そ
の
目
的
を
聞
い
て
快
諾
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
の
「
教
導
」
の
拝
命
は
私
自
身  

初
め
て
の
事
で
、
少
々
悩
み
ま
し
た
。 

 

そ
の
御
依
頼
は
「
汝 

座
よ
り
立
ち
て
更
に
衣
服
を 

整
う
べ
し
」
と
叱
咤
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。

無
量
寿
経
の
中
で 

お
釈
迦
様
が
弟
子
阿
難
に
言
わ
れ

た
言
葉
で
す
。
過
去
に
宰
領
を
務
め
た
こ
と
で
満
足 

し
て
い
る
の
で
す
か
。
僧
侶
だ
っ
た
ら
教
導
を
目
指
す

の
が
本
筋
で
は
な
い
で
す
か
。 

そ
し
て
ハ
タ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り 

現
状
に
満
足

し 

座
っ
て
い
る
身
に
鞭
打
ち
、
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
課
題
は
二
つ
。
①
体
力
の
回
復 

②
短
く
て
深
い 

法
話
の
作
成
。
そ
の
時
か
ら
が
苦
難
の
連
続
。
若
い
頃

に
戻
っ
た
か
の
様
な
図
書
館
通
い
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

日
々
。 

加
え
て
弱
い
自
分
と
向
き
合
っ
た
日
々
。
目
標
の 

４
０
個
の
法
話
作
成
に
行
詰
ま
り
、「
１
０
個 

い
や 

５
つ
位
を
回
し
て
喋
れ
ば
」
と
誘
う
声
。「
今 

学
ん
で

い
る
先
生
の 

お
寺
、
門
徒
さ
ん
が
多
い
大
寺
院
で
の 

法
話
、
本
当
に
私
で
大
丈
夫
か
？
」
と
邪
念
が 

聞
こ
え
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の
チ
ラ
シ
に 

「
歩
キ
ナ
ン
大
道
ヲ
」
と
い
う
言
葉
が 

ま
さ
に
自
分
に

言
い
当
て
ら
れ
た
様
に
思
え
、
横
道
に
逸
れ
る
こ
と 

な
く 

土
徳
の
土
地
を
堂
々
と
歩
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。 

実
際
の
道
中
は
色
々
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

折
々
の
風
景
、
満
堂
の 

お
迎
え
、
お
斎
の
御
馳
走
、 

数
え
た
ら 

き
り
が 

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
に
も 

出
逢
い
ま
し
た
。
な
に
よ
り
も
井
波
別
院
に
到
着
し
た

時
、
輪
番
さ
ん
が
涙
な
が
ら
に
「
こ
の
よ
う
に 

賑
わ
っ
た
光
景
見
た
こ
と
な
い
、
報
恩
講
に
蓮
如
様
が

駆
け
付
け
て
下
さ
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
た
こ
と
に
感
動
、

ま
た
多
く
の
門
徒
さ
ん
が
「
尊
い
も
の
を
見
さ
せ
て 

も
ら
っ
た
」「
有
難
い
」
な
ど
と
涙
す
る
姿
に
心
打
た
れ

ま
し
た
。 
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単
な
る
掛
け
軸
の
御
影
で
は
な
く
、
ま
さ
に 

蓮
如
上
人
が
五
百
五
十
年
の
時
空
を
超
え
て
教
化
さ
れ

て
い
る
を
実
感
。
蓮
如
上
人
は
真
宗
を
復
興
さ
れ
た
方

で
す
。
寺
離
れ
が
叫
ば
れ
る
中
、
今
回 

伺
う
所
、 

伺
う
皆
、
笑
顔
や
涙
す
る
姿
、
ま
さ
し
く
眠
り
か
け
て

い
た
信
心
を
揺
り
動
か
し
て
頂
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

能
登
、
奥
能
登
の
復
興
に
つ
い
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
建
物
や
道
路
の
整
備
は
進
ん
で
い
ま
す
。 

し
か
し
人
の
心
の
復
興
、
安
定
は 

ま
だ
ま
だ
で
す
。 

来
年 

こ
の
蓮
如
上
人
御
影
道
中
を
奥
能
登
で 

歩
き
た
い 

と
計
画
中
で
す
。
こ
れ
は
賛
否
両
論
あ
り
ま

す
。
能
登
は 

お
参
り
す
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
る
現
状

で
す
。
こ
ん
な
時
期
に
、
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。 

「
一
宗
の
繁
盛
と
申
す
は
、
人
の
多
く
集
ま
り
、 

威
の
大
な
る
に
て
は
無
く
候
、
一
人
な
り
と
も
人
の
信

を
取
る
が
一
宗
の
繁
盛
に
候
う
」 

（『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』
よ
り
。） 

皆
様
は 

ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

原
体
験
の
追
体
験 

宰
領 

愛
知
県 

藤
原
猶
真 

蓮
如
上
人
御
影
道
中
に
関
わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て

新
た
な
地
で
の
御
影
道
中
の
試
み
は
願
っ
て
も
無
い 

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

井
波
御
下
向
御
影
道
中
の
大
い
な
る
構
想
を
太
田 

浩
史
先
生
に
打
ち
明
け
ら
れ
て
か
ら
約
二
年
、
ま
だ 

決
行
日
す
ら
も
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
か
ら
、
期
待
と

喜
び
に
満
ち
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

北
陸
一
円
へ 

と
広
が
る 

こ
の
壮
大
な
計
画
実
施
に

向
け
、
発
起
人
の
一
人
と
し
て
至
ら
ぬ
こ
と
も
多
々 

あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
度
も

本
当
に
実
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か 

と
い
う
疑
い
は 

な
く
、た
だ
た
だ
、ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
の
か 

に
、

私
の
関
心
は
集
中
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て 

こ
の
道
中

の 

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
出
遇
い
た
い 

と
、
全
日
程
に 

お
け
る
宰
領
を
志
願
い
た
し
ま
し
た
。 

御
下
向
出
立
に 

あ
た
り
、ど
の
よ
う
な
道
中
に
な
る

の
か 

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
で
す
が
、
結
果
と
し
て 

全
く
想
像
に 

た
が
わ
な
い
道
中
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

不
思
議
な
確
信
と
い
う
も
の
は 

こ
れ
ま
で
経
験
し  

実
感
し
て
き
た
蓮
如
上
人
御
影
道
中
が 

も
つ「
力
」（
※
）

へ
の
全
幅
の
信
頼
に
あ
り
ま
す
。 

そ
う
で
す
。
北
陸
の
地
に
蓮
如
上
人
は
生
き
て 

お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
原
体
験
を
追
体
験
す
る
土
壌

が 

は
ぐ
く
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
蓮
如
上
人
は

多
く
の
方
の
合
掌
の 

ま
な
ざ
し
と
念
仏
の
声
に
迎
え

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

全
て
の
計
画
は
最
初
か
ら
整
っ
て
い
た
わ
け
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
行
程
は
見
直
さ
れ
ま
し
た
。 

会
所
に
よ
っ
て
は 

ご
無
理
を
曲
げ
て 

お
迎
え
い
た
だ

く
こ
と
も 

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
予
定
通
り
に  

お
立
ち
寄
り
が
で
き
な
か
っ
た 

と
い
う
心
残
り
も 

あ
り
ま
す
。 

計
画
当
初
よ
り
新
聞
社
の 

お
力
添
え
に
は 

大
変 

助
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
井
波
の 

御
同
行
の
熱
気
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

奇
跡
的
に
形
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も 

い
く
つ
か 

あ
り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
西
勝
寺
蔵
蓮
如
上
人
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御
寿
像
と
の
因
縁
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
道
中
と
い
う
も
の
は
、
親
鸞
聖
人
が
凡
夫
の 

歩
み
を
「
願
力
の
白
道
を
一
分
二
分
よ
う
よ
う
ず
つ  

あ
ゆ
み 

ゆ
け
ば
、
無
碍
光
仏
の 

ひ
か
り
の
御
こ
こ
ろ

に 

お
さ
め
と
り
た
ま
う
が
ゆ
え
に…

」
と
説
か
れ
る 

よ
う
に
、
ま
さ
に
一
歩
一
歩
、
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
か
ら
い
を
超
え
て
成
り
立
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
自
発
的
要
素
が
結
集
し
て
、
そ
れ
は  

つ
ま
り 

尊
い
も
の
に
触
れ
た
い 

と
い
う
心
が
結
集 

し
て
、
偶
然
が
必
然
と
な
り
、
信
は
願
よ
り
生
じ
、 

こ
の
道
中
は
円
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で 

あ
り
ま
す
。
仏
事
と
は 

か
く
な
る
も
の
で
は
な
い
か 

と
、
そ
の
原
点
を
見
た
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

各
会
所
の
ご
理
解
と 

ご
協
力
、ご
門
徒
の 

ご
懇
念
、

そ
し
て
供
奉
人
、
参
加
者
の
献
身
的
な 

は
た
ら
き
、 

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
御
仏
事
が
勤
め
ら
れ 

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
尊
い 

ご
仏
縁
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
棟
方
志
功
の
蓮
如
上
人
の
柵
を
拝
借
し  

歴
史
に
残
る 

す
ば
ら
し
い
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
実
行
面

に
お
い
て
も
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た
出
雲
路
雅
さ
ん
に 

格
別
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

（
※
こ
の
「
力
」
を 

蓮
如
上
人
の
真
宗
再
興
力 

と
い
う
べ
き
か
） 

  

変
わ
る
【
前
向
き
な
生
き
方
（
姿
勢
）
に
な
る
】 

供
奉
人 

兵
庫
県 

小
林
治
樹 

今
回
の
道
中
は
、
吉
崎
か
ら
初
め
て
行
く
石
川
県
、

富
山
県
。
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
参
加
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
起
人
の
方
々
の
緻
密
な
行
程
。

お
待
ち
受
け
下
さ
っ
た
お
寺
の
方
々
、
門
徒
の
方
々
。

素
晴
ら
し
い 

お
も
て
な
し
を
受
け
、
驚
い
て
い
ま
す
。

「
蓮
如
上
人
様
の
お
通
ー
り
ー
」「
お
通
ー
り
ー
」
の 

掛
け
声
と
蓮
如
上
人
の
御
影
を
御
輿
車
か
ら
降
ろ
す
時
、

そ
し
て 

お
入
れ
し
た
後
、
マ
イ
ク
係
の
「
合
掌
、 

お
念
仏
を
戴
き
ま
す
。」
の
声
に
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
仏
。」
教
導
先
生
の
法
話
を
聞
く
御
影
道
中
。

５
５
０
年
前
、
蓮
如
上
人
が
井
波
下
向
さ
れ
た  

そ
の
ま
ま
が
、
今
、
目
の
前
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
事

に 

私
は 

び
っ
く
り
し
、
び
っ
く
り
出
来
た
こ
と
に 

喜
び
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。
御
下
向
到
着
の
井
波
別
院

で
、
石
川
県
珠
洲
市
の
西
勝
寺
様
が 

お
貸
し
下
さ
っ
た
、

裏
に
印
の
あ
る
蓮
如
上
人
の
御
寿
像
（
生
き
て
居
ら
れ

る
時
に
描
か
れ
た
自
画
像
）
が
掛
け
ら
れ
、
拝
見
し
た

時
、
掛
軸
の 

し
わ 

も 

神
々
し
く
、
コ
ピ
ー
で
な
い 

本
物
に
触
れ
、
感
動
致
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
道
中
で 

私
は
、
変
わ
る
事
が
出
来
た
の
も

「
何
か
」
が 

こ
の
御
影
道
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

又 

機
械
が
あ
れ
ば 

御
一
緒
に
歩
き
た
い
で
す
。
今
回

は 

歩
く
事
が 

と
て
も
御
利
益
が
あ
る
事
で
あ
る 

と

解
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て 

心
と
体
を
つ
く
り
、
毎
年
、
御
影
道
中
に
臨
み
ま
す
。

私
は 

こ
の
道
中
で
正
気
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。 

そ
う
、
私
は 

こ
の
道
中
に
よ
っ
て
、
正
気
に
戻
っ
て 

来
れ
た
事
が
最
大
の
収
穫
で
す
。 

    


